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１ 平成 23 年度体力・運動能力調査実施要項 

 

（１）調査の目的 

国民の体力・運動能力の現状を明らかにするとともに，体育・スポーツの指導と行政上の基礎資

料を得る。 

 

（２）調査対象と人員（すべての年齢は平成 23 年４月１日現在のものとする。） 

ア 小学生 

   ①調査対象 

     公立小学校全学年（６歳～11 歳）の男女児童 

   ②調査人員 

     調査対象校の１校当たりの調査対象児童数は，第１表に示すとおりである。 

   ③標本学校数とその抽出法 

全国 47 都道府県を調査対象とする。 

各都道府県教育委員会は，学校基本調査（指定統計第 13 号）に用いる学校調査番号総数を

調査実施校数３で除し，抽出間隔となる数値（整数）を求め（小数点以下切捨），この抽出

間隔となる数値以下の１つの数を無作為に選び，第１番目の抽出番号とする。順次これに求

めた抽出間隔となる数値を加えて実施校数分（３校）の抽出番号を決定し，この抽出番号に

応じた学校調査番号の公立小学校３校を抽出する。 

なお，調査対象校において調査人員が確保できない場合は，次番号の学校で不足分を補う。 

   ④標本抽出法 

調査対象校においては，各学年１番目から順に調査対象数に見合う普通の学級を抽出し，

その学級の全児童（テストを実施することが困難と認められる者は除く。）が実施者となる

よう配慮する。テスト実施後，児童名簿より男女それぞれ１番から順に調査対象に見合う数

だけ抽出する。 

 

イ 中学生 

   ①調査対象 

     公立中学校全学年（12 歳～14 歳）の男女生徒 

   ②調査人員 

     調査対象校の１校当たりの調査対象生徒数は，第１表に示すとおりである。 

   ③標本学校数とその抽出法 

全国 47 都道府県を調査対象とする。 

各都道府県教育委員会は，学校基本調査（指定統計第 13 号）に用いる学校調査番号総数を

調査実施校数３で除し，抽出間隔となる数値（整数）を求め（小数点以下切捨），この抽出

間隔となる数値以下の１つの数を無作為に選び，第１番目の抽出番号とする。順次これに求

めた抽出間隔となる数値を加えて実施校数分（３校）の抽出番号を決定し，この抽出番号に

応じた学校調査番号の公立中学校３校を抽出する。 

なお，調査対象校において調査人員が確保できない場合は，次番号の学校で不足分を補う。 

   ④標本抽出法 

調査対象校においては，各学年１番目から順に調査対象数に見合う普通の学級を抽出し，

その学級の全生徒（テストを実施することが困難と認められる者は除く。）が実施者となる

よう配慮する。テスト実施後，生徒名簿より男女それぞれ１番から順に調査対象に見合う数

だけ抽出する。 
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ウ 高校生 

   ①調査対象 

     公立高等学校（全日制）全学年（15 歳～17 歳）の男女生徒 

     公立高等学校（定時制）全学年（15 歳～18 歳）の男女生徒 

   ②調査人員 

     調査対象校の１校当たりの調査対象生徒数は，第１表に示すとおりである。 

   ③標本学校数とその抽出法 

全国 47 都道府県を調査対象とする。 

各都道府県教育委員会は，学校基本調査（指定統計第 13 号）に用いる学校調査番号総数を

調査実施校数（全日制は３，定時制は２）で除し，抽出間隔となる数値（整数）を求め（小

数点以下切捨），この抽出間隔となる数値以下の１つの数を無作為に選び，第１番目の抽出

番号とする。順次これに求めた抽出間隔となる数値を加えて実施校数分（全日制は３校，定

時制は２校）の抽出番号を決定し，この抽出番号に応じた学校調査番号の公立高等学校（全

日制）３校及び公立高等学校（定時制）２校を抽出する。 

なお，調査対象校において調査人員が確保できない場合は，次番号の学校で不足分を補う。 

   ④標本抽出法 

調査対象校においては，各学年１番目から順に調査対象数に見合う普通の学級を抽出し，

その学級の全生徒（テストを実施することが困難と認められる者は除く。）が実施者となる

よう配慮する。テスト実施後，生徒名簿より男女それぞれ１番から順に調査対象に見合う数

だけ抽出する。 

 

エ 高等専門学校学生 

   ①調査対象 

     国立工業高等専門学校第４，第５学年（18 歳，19 歳）の男子学生。 

   ②調査人員 

     調査対象となる学校及び学生数は，第２表に示すとおりである。 

     ③標本抽出法 

調査対象校においては，各学年１番目から順に調査対象数に見合う学級または学科を抽出

し，その学級または学科の全学生（テストを実施することが困難と認められる者は除く。）

が実施者となるよう配慮する。テスト実施後，学生名簿より１番から順に調査対象に見合う

数だけ抽出する。 

 

オ 短期大学生 

   ①調査対象 

     公（私）立短期大学全学年（18 歳，19 歳）の女子学生 

   ②調査人員 

     調査対象となる短期大学及び学生数は，第３表に示すとおりである。 

     ③標本抽出法 

調査対象となる短期大学においては，各学年１番目から順に調査対象数に見合う学級また

は学科（体育専攻学生は除く。）を抽出し，その学級または学科の全学生（テストを実施す

ることが困難と認められる者は除く。）が実施者となるよう配慮する。テスト実施後，学生

名簿より１番から順に調査対象に見合う数だけ抽出する。 
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カ 大学生 

   ①調査対象 

     国立大学第１，第２学年（18 歳，19 歳）の男女学生。 

   ②調査人員 

     調査対象となる大学及び学生数は，第４表に示すとおりである。 

     ③標本抽出法 

調査対象となる大学においては，各学年１番目から順に調査対象数に見合う学級または学

科（体育専攻学生は除く。）を抽出し，その学級または学科の全学生（テストを実施するこ

とが困難と認められる者は除く。）が実施者となるよう配慮する。テスト実施後，学生名簿

より男女それぞれ１番から順に調査対象に見合う数だけ抽出する。 

 

キ 成 年 

   ①調査対象 

     20 歳～64 歳の男女（５歳ずつの年齢区分で対象とする。） 

   ②調査人員 

     全国 47 都道府県を調査対象とし，その標本数は第５表に示すとおりである。 

     ③標本抽出法 

各都道府県教育委員会は，第５表に示された対象数を特定の地域・職場に偏らないように

調査人員を配分する。 

調査対象の配分に当たっては，調査対象が特定の性，年齢，職業などに偏らないように十

分配慮する。 

それぞれの地区または職場（部，課，班）においては，そこに所属する該当者全員（テス

トを実施することが困難と認められる者は除く。）が実施者となるように配慮する。テスト

実施後，調査対象数を無作為に抽出する。 

 

ク 高齢者 

   ①調査対象 

     65 歳～79 歳の男女（５歳ずつの年齢区分で対象とする。） 

   ②調査人員 

     全国 47 都道府県を調査対象とし，その標本数は第５表に示すとおりである。 

     ③標本抽出法 

各都道府県教育委員会は，第５表に示された対象数を特定の地域に偏らないように調査人

員を配分する。 

調査対象の配分に当たっては，調査対象が特定の性，年齢などに偏らないように十分配慮

する。 

 

（３）調査実施の時期 

ア 小学生・中学生・高校生は平成 23 年５月～７月 

イ ア以外は平成 23 年５月～10 月 

 

（４）調査の内容と方法 

ア 小学生は「新体力テスト実施要項（６歳～11 歳対象）」（別添），中学生・高校生及び高等

専門学校・短期大学・大学の学生は「新体力テスト実施要項（12 歳～19 歳対象）」（別添），

20 歳～64 歳の成年は「新体力テスト実施要項（20 歳～64 歳対象）」（別添），65 歳～79 歳の

高齢者は「新体力テスト実施要項（65 歳～79 歳対象）」（別添）により実施する。 

イ 身長，体重，座高（成年，高齢者は除く。）を計測する。ただし，小学生，中学生，高校生，

学生については，平成 23 年度定期健康診断における測定値を利用する。 
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（５）記録について 

ア 文部科学省で配布する記録用紙を用い，その記入に当たっては，記録用紙の「記入上の注意」

にしたがって該当事項を記入する。 

イ 記入は，原則として測定者（調査員）が行う。 

 

（６）調査系統，記録用紙の送付及び提出期限について 

ア 調査系統は次のとおりとする。 

 

 

 

 

文部科学省 

  

都道府県教育委員会

  

市(区)町村教育委員会

  

小学校，中学校，

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成年・高齢者

 

 

 
 

  

  

大学，短期大学， 

高等専門学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 記録用紙は，性別，年齢別にまとめて次のように送付する。 

①「記録用紙」は文部科学省から各都道府県教育委員会及び関係機関を通じて各調査対象あて

配布する。なお，高等専門学校，短期大学，大学については文部科学省から直接配布する。 

②小学生，中学生，高校生，成年，高齢者を対象にして調査した学校及び市（区）町村教育委

員会は，「記録用紙」に間違いや未記入のないことを確かめた上，「性・年齢別提出記録用

紙数一覧表」（別記様式１）を添え，小学生・中学生・高校生分については，８月 10 日まで

に，またそれ以外は 11 月９日までに当該都道府県教育委員会へ提出する。 

③各都道府県教育委員会は，提出された「記録用紙」と「性・年齢別提出記録用紙数一覧表」

（別記様式１）を取りまとめ，小学生・中学生・高校生分については，８月 31 日までに，ま

たそれ以外は 11 月 30 日（必着）までに文部科学省スポーツ・青少年局スポーツ振興課あて

送付する。 

④高等専門学校，短期大学，大学においては，「記録用紙」に間違いや未記入のないことを確

かめた上，「性・年齢別提出記録用紙数一覧表」（別記様式１）を添えて 11 月 30 日（必着）

までに文部科学省スポーツ・青少年局スポーツ振興課あて送付する。 

 

（７）集  計 

すべての統計的処理は，文部科学省において機械集計で行う。 

 

（８）結果の公表 

この調査の結果は，調査報告書その他刊行物によって平成 24 年 10 月頃公表する。 

 

（９）調査票の保存期間 

集められた調査票及び実査に用いた関係書類は，機械審査終了後すみやかに廃棄し，調査票の

記載内容が収録された磁気媒体は公表の日から５年間保存する。 

なお，これらは統計法第４０条第１項の適用を受けることから，この調査の目的以外に使用す

ることを禁ずる。 
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第１表 公立小学校，中学校，高等学校１校当たりの標本数 

学   校 

 

対象の学年 

と年齢 

１年齢 

当たり 

性別内訳 １学校当た

りの標本数男子 女子

公 

    立 

    小 

    学 

    校 

 

第１学年６歳 

第２学年７歳 

第３学年８歳 

第４学年９歳 

第５学年10歳 

第６学年11歳 

16 

  16 

  16 

  16 

  16 

  16 

 ８

 ８

 ８

 ８

 ８

 ８

 ８

 ８

 ８

 ８

 ８

 ８

 

 

９６ 

 

 

 

   公中 

     学 

   立校 

第１学年12歳 

第２学年13歳 

第３学年14歳 

  20 

  20 

  20 

 10

 10

 10

 10

 10

 10

 

    ６０ 

 

公 

立 

高 

等 

学 

校 

 

全日制 

課 程 

 

第１学年15歳 

第２学年16歳 

第３学年17歳 

  18 

  18 

  18 

  ９

  ９

  ９

  ９

  ９

  ９

 

    ５４ 

 

定時制 

課 程 

 

 

第１学年15歳 

第２学年16歳 

第３学年17歳 

第４学年18歳 

  ４ 

  ４ 

  ４ 

  ４ 

２

  ２

  ２

  ２

２

  ２

  ２

  ２

 

    １６ 

 

 

 

 

第２表 国立高等専門学校の標本数（男子１８歳，１９歳） 

区      分 

 

１高専当たりの

総 標 本 数        

１年齢当たりの 

標  本  数 

 釧  路 工業高等専門学校 

 八  戸 工業高等専門学校 

 仙  台 高 等 専 門 学 校 

 小  山  工業高等専門学校 

 東  京  工業高等専門学校 

 富  山 高 等 専 門 学 校 

 福  井  工業高等専門学校 

 鈴  鹿  工業高等専門学校 

 米  子  工業高等専門学校 

 宇  部 工業高等専門学校 

 阿  南  工業高等専門学校 

 香  川 高 等 専 門 学 校 

 北 九 州  工業高等専門学校 

 熊  本  高 等 専 門 学 校 

 都  城  工業高等専門学校 

           ２０

           ４０

           ４０

           ６０

           ２０

           ５０

           ４０

           ２０

           ４０

           ４０

           ５０

           ４０

           ４０

           ５０

           ５０

１０

２０

２０

３０

１０

２５

２０

１０

２０

２０

２５

２０

２０

２５

２５

              計          ６００            ３００
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第３表 公（私）立短期大学の標本数（女子１８歳，１９歳） 

区    分 

 

１短大当たりの

総 標 本 数       

１年齢当たりの

標  本  数

函 館        

山形県立米沢女子        

聖 徳 大 学        

鎌 倉 女 子 大 学        

金  城  大  学        

東 海 大 学        

プール学院大学        

大 阪 城 南 女 子        

山 口 芸 術        

尚 絅 大 学        

短 期 大 学 

短 期 大 学 

短 期 大 学 部 

短 期 大 学 部 

短 期 大 学 部 

短 期 大 学 部 

短 期 大 学 部 

短 期 大 学 

短 期 大 学 

短 期 大 学 部 

          ６０

          ６０

          ６０

          ６０

          ６０

          ６０

          ６０

          ６０

          ６０

          ６０

          ３０

          ３０

          ３０

          ３０

          ３０

          ３０

          ３０

          ３０

          ３０

          ３０

計         ６００         ３００

 

 

第４表 大学の標本数（男子・女子１８歳，１９歳） 

 

区   分 

 

 １ 大 学     

 当たりの 

 総標本数 

    男     子       女     子 

１大学当た

りの標本数

１年齢当た

りの標本数

１大学当た 

りの標本数 

１年齢当た

りの標本数

北 海 道       大 学

岩 手        〃 

山 形        〃 

筑 波        〃 

千 葉        〃 

お茶の水女子        〃 

富 山        〃 

静 岡        〃 

名 古 屋        〃 

大 阪 教 育        〃 

鳥 取        〃 

島 根          〃 

徳 島        〃 

高 知        〃 

長 崎        〃 

    ２４０

    １３０

    １６０

    ３２０

    ２００

      ８０

    １６０

    １６０

    １２０

１６０

      ６０

    １７０

    １２０

    １２０

    ２００

    １２０

      ７０

      ８０

    １６０

    １００

        ０

      ８０

      ８０

      ６０

      ８０

      ６０

      ９０

      ６０

      ６０

    １００

６０

３５

４０

８０

５０

０

４０

４０

３０

４０

３０

４５

３０

３０

５０

    １２０ 

      ６０ 

      ８０ 

    １６０ 

    １００ 

      ８０ 

      ８０ 

      ８０ 

      ６０ 

      ８０ 

        ０ 

      ８０ 

      ６０ 

      ６０ 

    １００ 

６０

３０

４０

８０

５０

４０

４０

４０

３０

４０

０

４０

３０

３０

５０

計  ２,４００  １,２００ ６００  １,２００ ６００
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第５表 成年・高齢者の１都道府県当たりの人数 

年 齢 区 分 

 

男 性 

 

女 性 

 

１都道府県当

たりの標本数

 

 

成 

 

 

 

年 

 

 

２０～２４歳    ４０    ４０  

 

 

 

      ７２０ 

 

 

 

 

２５～２９歳    ４０    ４０ 

３０～３４歳    ４０    ４０ 

３５～３９歳    ４０    ４０ 

４０～４４歳    ４０    ４０ 

４５～４９歳    ４０    ４０ 

５０～５４歳    ４０    ４０ 

５５～５９歳    ４０    ４０ 

６０～６４歳    ４０    ４０ 

高 

齢 

者 

６５～６９歳    ２０    ２０  

      １２０ 

 

７０～７４歳    ２０    ２０ 

７５～７９歳    ２０    ２０ 

        計  ４２０  ４２０       ８４０ 

 

 

 

（別記様式１）平成 23 年度体力・運動能力調査 性・年齢別提出記録用紙数一覧表 

 

                              （        ）都道府県（大学・短大・高専）        

 男  子 女  子 合   計    

 

 

 

 

 

 

６  歳    

７  歳    

    

18  歳    

19  歳    

合  計    

 

 男  子 女  子 合   計 

20～24歳    

25～29歳    

    

70～74歳    

75～79歳    

合  計    
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２　調査票の回収状況

年　　　　　齢 区 分 調査標本数 回　収　数 回　収　率

　６歳～１１歳 小 学 校 13,536 13,224 97.7%

１２歳～１４歳 中 学 校 8,460 8,218 97.1%

１５歳～１７歳 高等学校（全日制） 7,614 7,385 97.0%

１５歳～１８歳 高等学校（定時制） 1,504 1,279 85.0%

高等専門学校（男子） 600 553 92.2%

１８歳～１９歳 短 期 大 学 （ 女 子 ） 600 562 93.7%

大 学 2,400 2,400 100.0%

21,178 20,397 96.3%

２０歳～６４歳 成 年 33,840 26,699 78.9%

６５歳～７９歳 高 齢 者 5,640 5,614 99.5%

74,194 65,934 88.9%

（注）１．％数値は小数点以下第２位を四捨五入して表記してある。

合　　　　　　　　　計

１２歳～１９歳　計

      ２．東日本大震災の影響により，福島県における小学校，中学校，高等学校（定時
　　　　制を含む）の調査結果は含まれていない。


